















○ 11/13・14 自動車シンポジウムのご案内 




11 月 13 日・14 日上海センター主催講演会・研究会 
中国の自動車産業―その過去・現在・将来を探る―のご案内 
講演会 
日  時●11 月 13 日(土)午後 2 時～6 時 
場  所●京都大学法経総合研究棟大会議室 
挨  拶●金田章裕  京都大学副学長･理事 
司  会●本山美彦  京都大学大学院経済学研究科教授 
講演１●丸川知雄  東京大学社会科学研究所助教授    中国式自動車製造法：日本との対比 
講演２●嶋原信治  元トヨタ自動車中国事務所首席総代表   トヨタ自動車の進出過程 
講演３●塩地  洋  京都大学大学院経済学研究科教授     中国における自動車流通 
    ●懇親会 
研究会 
日  時○11 月 14 日(日)午前 9 時 30 分～午後 5 時 
場  所○京都大学法経総合研究棟大会議室 
報 告１○高山勇一 現代文化研究所中国研究室室長  自動車産業政策 
報 告２○孫 飛舟 大阪商業大学総合経営学部助教授  3S・4S 店と自動車交易市場について 
報 告３○山口安彦 元本田技研工業中国業務室主幹   中国自動車企業の自主開発能力 
報 告４○大原盛樹 アジア経済研究所研究員       オートバイ産業の競争環境 




湘譚、桂林の 2 つの学会に参加して 
 10 月 14‐21 日の間、科学研究費による共同研究の一環として中国湖南省湘譚市、広西
自治区桂林市で開催された２つの学会に参加・報告を行った。前者は中国『資本論』研究
会で日本の経済理論学会の代表として招待されたもの（但し、会議費等全て払いました）、




て選ばれる場面にも遭遇しましたが、これで行くと各省 5 人としても 160 人程の理事がい




















 ところで、今回の出張では台風で帰国が 1 日遅くなりましたが、そのため 1 日分予定外
に広州で過ごすことが出来るなど、私にとっては久しぶりの南方への旅行となりました。
で、その観点から湘譚、桂林、広州と途中で通過した長沙、衡陽といった都市を比べると
広州の発展がやはり目につきます。広州市内の清潔な地下鉄と真新しい広州新白雲空港を
見て、今までの広州の印象は一度に変わってしまいました。湘譚や桂林、長沙については
以前のそれを知りませんので明確に言う事は出来ませんが、中国南方における現在の都市
間格差のイメージを作れたような気がします。学会で得た多くの知識と共にそんな印象を
持った出張でした。 
（大西広） 
